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今年度、中之島図書館では、｢観光の大阪｣展と

称する小展示をシリーズで実施している。その２

回目として｢近世大坂の旅｣と名付けた展示を行

った。近世大坂の名所案内のガイドブックや、大

坂から各所に至る道中案内記の展示が主である。

その中に大川端を描いた地図があり、「八軒家浜」

と思しき場面が小さく描かれている。この地は世

界遺産に指定され、観光客が増えている熊野へ至

る街道の起点であった。 
近世では、京都を発して「くらわんか舟」で知

られる枚方宿を経由し、大阪へ至る三十石船の終

着点でもあった。その地には、現在、碑も設置さ

れ、由来が記されている。何でも八軒の船宿なり

飛脚問屋が並んでいたことから、そう名付けられ

たらしい。交通の結節点としてたいそう賑わった

が、交通手段の変遷とともに、次第に忘れられつ

つあった。ところが、地元町会の熱心な取り組み

と、行政の取り組みで、護岸の修景や桜並木の遊

歩道の整備などが行われ、船着場としての機能・

景観がよみがえった。その少し下流に、当図書館

は立地している。 
八軒家浜が賑わっていた頃、中之島には多くの

蔵屋敷が立ち並んでいたと言う。そこで、疑問。

冒頭述べた地図には、中之島も描かれているが、

この図書館が建つ場所には、当時何があったのだ

ろうか？ 調べ物をする場合、時節柄、インター

ネットを使って検索をされるのではないだろう

か。 
ところが、中之島図書館がある場所の来歴につ

いては、適当な項目がヒットしない。インターネ

ットには、得手・不得手がある。八軒家浜に関し

ては、最近話題を集めたためか、検索に不自由は

ない。しかし一方の中之島は、キーワードがわか

らず、難しい。そうなれば、図書館のお世話にな

るしか無いだろう。しかし図書館に行って、やみ 

 
「明暦新板大坂之図」 

 
くもに調べても、目的とするものにめぐり合う幸

運はそんなに多くない。時間の無駄遣いとなる可

能性もある。そうならないためにも、司書の活用

をお勧めする。特にあやふや・あいまいな記載や

記憶から調べを進めていく時には、心強い存在と

なる。 
私の場合、家の近くにある図書館へ行き、半時

間程度で大方の調べは終了した。芋づる式にいろ

んな手がかりが得られた。結論から言えば、そこ

に答を記した資料は見当たらなかったが、必要と

する資料が何であるかは判明した。勤め先や家の

近くで、ちょっとした伝承を耳にしたり、碑を目

にした時、図書館でその来歴等を確認してみては

どうだろうか。実務の上では、多分何の役にも立

たないだろうが、知る楽しみを満たしてくれるこ

とは請け合いである。 
で、疑問の答えは？ 知る楽しみを奪いたくな

いので、ここには書かない。 
ところで、冒頭の八軒家浜辺りでは、京阪線の

延長工事が最終段階にあり、中之島のほぼ西の端

まで鉄道が通じる。京都・大阪間にまた新しい交

通路が生まれようとしている。 
（大阪府立中之島図書館長）
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今今年年のの小小展展示示ははシシリリーーズズ「「観観光光のの大大阪阪」」展展  

－－旅行旅行
ガ イ ド

案内書案内書
ブ ッ ク

にに見見るる大大坂坂  大大阪阪  OOSSAAKKAA－－  をを開開催催ししてていいまますす 

 
地域経済の再生に観光産業が注目されてい

ます。政府の「ビジット・ジャパン・キャンペ

ーン（YOKOSO JAPAN！）」や大阪府の「観

光立都・大阪宣言」、加えて国際会議などのコ

ンベンションや映画やテレビドラマのロケー

ション誘致など、まちの魅力を高めた観光都市

づくりが現在すすめられています。 
今年度の大阪資料・古典籍課の小展示では、

いま注目されている観光をメインテーマに、過

去から現在に至るまでの旅行案内書
ガ イ ド ブ ッ ク

を手がかりに、大阪と観光について通年でシリーズ展示し、「粉も

ん」「こてこて」「お笑い」だけでない大阪の魅力を伝えていきます。 
旅行案内書を「アピール」と「まなざし」の交差点として捉え、これを通して、これまで大阪が観光

都市として何を発信し、旅人が大阪に何を見たのかを探っていき、産業としての観光が注目され観光立

国を目指す中、これからの大阪の観光のあり方を考える一助とします。 
  
 【 展 示 日 程 】 

第１回 「大大阪観光案内」      ５月３１日（土）～ ７月 ９日（水） 
第２回 「近世大坂の旅」       ７月１１日（金）～ ９月１０日（水） 

   第３回 「郊外電車に乗って」     ９月１２日（金）～１１月１２日（水） 
第４回 「水都中之島のいまむかし」 １１月１４日（金）～ １月 ７日（水） 
第５回 「Guide Book  OSAKA」   １月 ９日（金）～ ３月１１日（水） 

 
 
◆◆「「調調査査ガガイイドド」」をを発発行行ししてていいまますす  
 

中之島図書館では大阪資料・古典籍及びビジネス支援に関する調べものをお手伝いする「調査ガイド」

（下記２４タイトル）を作成、配布しており、同じ内容のものをホームページでも掲載しています。 

今後も順次、内容を追加、修正していく予定です。下記アドレスより、ご覧ください。 

 

１．企業情報をしらべる            １４．大阪の条例 

２．法令のしらべ方              １５．大阪の航空写真 

４．府内市町村の広報・市勢要覧・統計書リスト １６．アジア開発銀行寄託資料 

５．デジタル情報室のｵﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの使い方   １７．文献を探す（基礎篇） 

６．大阪の企業情報              １８．地図のしらべかた（基本編） 

７．大阪の名簿                １９．業界・市場動向のしらべかた 

８．大阪の商工名鑑・商工会議所名簿      ２０．地価を知る資料 

９．統計情報を調べるには（基礎統計編）    ２１．ビジネス関連の人物情報を探す 

１０．新聞記事を検索する            ２２．大阪の地名を調べるには 

１１．判例を調べる               ２３．白書を使って調べる 

１２．大阪のビジネス雑誌〈経済・商業編〉    ２４．中之島図書館について調べるには 

１３．大阪の雑誌〈トレンディ情報編〉      ２５．大阪のビジネス支援機関 

 

《図書館調査ガイド目次》 http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/guide.html

http://www.library.pref.osaka.jp/nakato/guide.html

